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木造建築の本質的な提案を
し続けたいと思います。

　近年これまでにない空前の木造建築ブームを迎えています。
環境問題や健康志向、自給率向上や安定供給といった様々
な社会的要求が国産材や木造建築が元来持っている特性に
合致し始めたというのが正しい解釈かもしれません。木材の
自給率もこの 20 年間で 20％以上上昇回復し、林野庁の政
策としてもある程度上手くいっていると思います。
　そんな状況の中、コロナや戦争問題を発端にさらに国産木
材への需要が高まっています。森林の成長量が使用量より優っ
ている日本の人工林の場合、より伐って使う事が求められて
いますが、ただ成長した木を伐って、ひたすら使う事が本当
に正しい事なのか？こんな状況だからこそ、改めて木造建築
の役割や優位性を考えるようになりました。
　木造建築は、他工法と比べコスト面や性能面での優位性が
取り沙汰されますが、私が感じている優位性のベスト 3は「修
繕の容易さ」「材料入手の容易さ」「脳と身体への効果」の三
点です。結果的にコストや性能にも関わる要素ではあります
が、共通して言えることは人間が長時間滞在する空間には木
造が最適であると断言出来ます。
　各論は次の機会に委ねますが、木造建築が人間生活のベー
スになる事は前提条件と言っても過言ではありません。

この後完成物件として、精神障がいをお持ちの方々が集まっ
て住む集合住宅をご紹介しますが、木造二階建てで完成させ
ることが出来ました。日本の場合、一般住宅は木造が多いの
ですが、少し規模が大きくなった集合住宅や子どもたちが通う
学校やお年寄りが通う施設の多くがコンクリート造や鉄骨造で
す。現代人の多くが、一日の大半の時間を木造建築以外の
屋内空間で過ごしています。100 年前には当たり前だった木
造建築の価値を再認識し、一時的な木造ブームや単純な木
材自給率アップに一喜一憂することなく、循環型の社会にあっ
た安定供給が望まれます。




